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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文では，データベースのモデリングの基礎であり，重要な役割を果たしている集合データのための索引手
法に焦点をあてている。集合には固有の比較演算子（⊇，∋など）が存在しているため，集合値検索のための索
引手法はこのような演算子を含む検索条件を効率的に支援する必要がある。しかし，これまで集合値検索を対象
とした索引手法の研究は見られなかった。本論文では，集合値索引手法の提案と性能の評価を行っている。集合
値索引の実現手法のための侯補として特に取り上げられているのは，これまでおもに文献検索の分野で用いられ
てきた，スーパインポーズドコーディングに基づくシグネチャファイルの手法である。集合値検索を対象とした
シグネチャファイル（集合シグネチャファイル）の構成法，検索手法，有効性について検討を行っている。
　具体的な議論は，フラットな（入れ子状でない）オブジェクト上での集合値検索と，入れ子型オブジェクト上
での集合値検索の二つを申心に行っている。前者については，3種類のシグネチャファイルの構成手法（SSF，
BSSF，BSSFc㎜pr）を考慮し，これらの性能（検索コスト，格納コスト，更新コスト）を，複合オブジェクトに
対する索引手法である入れ子型索引と比較し，BSSFおよびBSSFcmprに基づく集合シグネチャファイルの優位
性を示している。その議論の申では，検索コストの詳細な分析をもとに，集合値検索に適した問合わせ処理のス
トラテジィ（スマート検索）を提案し，それに基づいて評価を行っている。後者の入れ子型オブジェクトに対す
る集合値検索では，BSSF方式のシグネチャファイルと入れ子型索引を組み合わせた4種類の索引手法を提案し，
検索／更新のアルゴリズムを示している。さらに，入れ子型オブジェクト内のナビゲーション操作を含むコスト
モデルを作成し，4種類の索引手法の性能を評価している。
審　　査　　の　　要　　旨
集合値索引としてのシグネチャファイルの利用を提案し，詳細なコストモデルを基に集合値索引の侯補の性能
を比較・評価した点，および，集合シグネチャファイルに適した問合わせ処理手法を提案し，その有効性を検討
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した点が評価できる。
よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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